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横手市金沢所在の本遺跡は、史上名高い金沢柵跡と擬定され、すでに昭和39年、 40年、

41年の3次にわたり発掘調査を実施したが、その確証は待られなかった。

本年は、地元の熱意もあり、本遺跡、の性格をさらに究明するために第4次調査を実施し

たのである。しかしながら期間も短〈、健証を得るには至らなかった。

このような発掘調査では、短期間で結論を出すことは、きわめて困難であり、金沢柵と

しての縫証を得るまでには、いま少しの時間を必要とするであろう。

とりあえず、本年度分の報告書を刊行するものであるが、研究者の参考になれば幸いで

ある。

ともあれ、本遺跡の今後の取扱いについては、慎重な検討を要するのであるが、調査の継

続は、必要であるにしても、遺跡として重要なことは論をまたないのであるから、史跡と

して保存を図るなどの措置を講ずる必要があるであろう。

なお、発掘を担当された、秋田県文化財専門委員豊島昂、小野正人の両氏、敬愛高校鍋

倉勝夫氏および関係者各位に深〈感謝の意を表するものである。

昭和46年 1月15日

秋田県教育委員会

教育長 伊 藤 申
Jじ，、
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第1章 発掘調査に至るまでの経過

1 .地形概観

本県の~ミmlJは、北から 1軒に奥羽 11 1脈が縦走している 。 この山脈の西側には地溝帯ヵ、みられ、これにと

もなう役地も処々にみられる。横手r，U也もそのーーつである。地形図でもわかるように盆地の米側には尚

子刊J>i:l.!¥J也が発達している c 現在の金山本町もその一つの扇状地の上に営まれたものであるのもっと詳し

く述べれば、 l足羽山脈山麓から流れ出た肘川によ ってつく られた漢口扇状地である。金訳本町をかiTn古11
として、阿側に緩傾斜の末広がりが発達している。遺跡はIj，j頂部の直上急峻なil上の丘陵に首まれたも

のである。j立跡の束、南.西iよ;急峻なi庄で遮っている。北は丘陵を土塁て・切断している。この遺跡、はJt

ifJI約91メート nもあって、頂上からは横手盆地の大半を一望にすることが出来る。占米後三年の役の決

戦場と伝えられており、 j買上からの展望はまさにそれを証拠づけているような錯覚にとらわれるこ とも

ある。-2京の地形図参照一

2.研 究 史概要

詳細11な旅行観察記録をのこした博識な菅江血液の r) J之山羽路」近藤重紀の「出羽田風土略記」とい

うようなIrIt抑制tの地方文献のみならず、水戸の「大日本史」村岡良明の「大日本地理ム?料」などとい
う中火における文献にも、この地が金沢倒であると記述されていて、今までのところ他に令山概跡挺定

地としては穴ー説はないのである。明治以降、このJ也万の人Iてによ っても研究がなされている。たとえば、

税谷 (えびすや)南山、伊藤耕飲翁によ って深められ、それらの成果は深沢多市によって 「秋田県史蹟

;l1I，J盆報告第一車社、金沢柵tll:と県社八l幡神社J (昭和 7年12H発行)に集大成されるにいたった。戒谷南

山と伊必耕自主翁の功績は没するこ と はできないのである 。 11同氏の顕彰碑がいま本丸跡、に~っ て い る 。 深

沢~r1îの報ff苫が公刊されると、この報告書は大類伸 ・ 鳥羽正雄両氏の 「 日本城郭史J (170-2兵。

昭和11年)や、白山房の「国史辞典J (第2{き614頁。昭和15年、上回三平執筆)にもつ|用されて今日

にいたっている。 |向昭和39年夏以来の数次の発掘調査をき っかけに、文献上から金沢概を説明した論文

がこっ発表されている。 一つは秋聞大学教授、 新野l貨背氏の「全沢史蹟符見J ( tH羽路28号昭手lI405f・干1])

と岩手大学教段、 紋僑源氏の「文献史料にみえる金沢棚の立地条件と義家、 家衡J (出羽路31号昭和41

年FIJ)がある。(金沢樹跡発堀調査概報、昭和42年刊よリ|別品 ・一部補筆)

3 .金沢地区出土柱脚について

(1) 金沢町宇中谷地一昏1也、水田出土佐脚

これが発見された経緯は「体iJ~歳時記」にかなり詳細にのべられてある 。 こ の書は非売品であり

発行部数も間少であったらし く、なかなか閲監でき ないので、 ここに引用してみよう。

ru行柄15年冬llH、山田斎兵衛氏の小作人が、IIIに誘水路を造るため、 4.5人て...l.~';に従事。 従来

とかく 邪魔で什方なかった埋没角材の除ム:1.こ努力 した。始めは斧で削')どうやら動き そうになった

- 1-



-2-



ケて、更に 2、3の助力を得て金剛力てすkきあげたのが今固め概木であった。それを畷に引上げて

ξ->.ら薪:こ しようとしてる由を聞き込んだ戎谷翁が、懇望して点検すると 、高さ二尺五寸の角材、

二ーマ幅一尺九寸、上書11一方に寺IJ跡がある ('-I'IH各)底部も、凶面も平安時代の小21斧跡が鋭利に残っ

てある。 (中略)この棚木と共に棚木の傍から同時に発掘されたのは、方六寸角材の断片である。

これほ樹木の支柱て'あろうという 、本棚木の底辺には青砂利が、グ/レリと繰らされ、棚木を緊縛し

七らしい木夫参(またたび)か、葡萄韮らしい蔓付が絡らみついてあったとの事である。 」

この柱脚{之、薄葉篤l泌氏(横手市立横手北小学校長)の談話によれは¥須恵器とともに出土した

というし、大正 5-6年ごろにも同所付j丘で経1尺 2-3寸、長さ1丈 2尺ほどの円柱が出上した

ことがあったという の

昭和5年出土の柱脚は現夜八幡神社に保管されてあるが、 7I<.いうちに割れたり 目途穴が欠摘した

りしている。 前記の記事によって形状や，J'法がわかるのは幸いである 「寺IJ跡」とは目途火に相違

ない。出土地は金似側跡の北麓を流れているIti1'川を北に越えさらに中のR川を北に越えた約 2.500

メートル北}j(J)水臼lである。

(2) ~iH'I'野千上矢米沢 381番、水田出土料澗l

これは奥イ正横手市令以支所に保管しである。その発掘経緯は悩田久四郎氏によ って l金沢側祉、

概本発抜Lt地点説明[叉IJとして忠実に記録されてある。子持した未刊であるので、ここに引用してお

「棚木発11iil状況

昭和35年11月末頃、横下司i金沢中野す:ヒ矢来沢 381番の自己水田を暗渠排水工事中、一反歩国の

略中央に当って、地下約15.6センチの処て¥直径約60センチ程の一本の倒木につき当リ、そのまま

ではり1(<卜ーげ休|難の為、斧で分割して漸く引き上げたといっている。(長男.g:ーと二人で)。

私 ( ~'，';回 久四郎)がこれを知ったのは覗年 6 月 22Rて¥早速竹原氏宅に行って見ると 、術本は向

宅に連ばれて乾燥次第!瓜品の薪にしたといって、約4分のl似しか残っていなかった。これを貰い

受けて保存すると共に、 l，iJ年11月4日発州地点を中心lこ検土機て周辺をポーリングして見たが何の

手掛 1)も件られなかった。

Ui'H1J 39年 5 月 5 目、 4賀子市社会教I'i泌が中心とな って 、後三年~蹟顕彩会、横手市郷土史制纂委

員会、繊手高校考古i.fff.等の協力を得て、約30人で同地の一反歩全両を 1メート ル間隔にボーリ ング

して見たが、この日 も何等の手答えも得られなかった。現イ1:残っているものは写真のように略三本

となっているが、内二本には底部から約16センチの出iさの所に縦績はぱ10センチ前後の火がある。

柵木の間さは約70センチ、低音11は小斧の1;1)リI止カ:はっき リ残っている。年輪から見て、が)200年に

近い杉村で、もとは伯:径60センチ{立のむのだったと思う。 J

I専業篤泌氏の話ーによれば、このとき須忠告*岐片がl'ド:1¥したと t汁 。この1[¥土地は金沢概跡本九か

ら直線距離にして約 1，600メー トル南西の次凶であって、暗渠排水をしなければならないとこ ろを

みると {応i~な所である。

一 3一



3) 後il~町川原IlI IてfJ:脚

この杓!.H凡イ1:どこに保竹されてあるのか、それどもまた消火したのか、そのfl"i#r! j: ~ふ;rーであるが

削flI久四郎氏が昭和31年10月10日現ιで作却した 旧Ilh北郎金沢町都土史地図 4 にJe脱されてある.
IlJj--は金沢槻本lしから北両l.ROOメートルの水IHである。

(4) ・ド.hii-;G'i泌小屋九ノl川 出けjc脚

I~: 川良祝氏のJ炎 afïによれば1I{{fIJ 39-~ の:ミ ) J か 4 )J に11{iJiU底的郎氏のIklllからtH上Lたもので、 i之

さ7尺 1.J'、周岡 61と3・1・の)L付て¥ほ部ウ・り 1I.!.のところにUi金穴かちる !Jfl.ニf九ニiLと同

時に業の桜村も出土.し、ニiL!士lとき 5}.!..j・t5分、1'/き 6分、申1，11 T.く4九

出土地点(;~f.i尺慨跡~..:)しから l阿南*~J6キロの水IHである.

以 1'，のほかに山111のけj/;}より 100メートルか150メートルの刈でも杉村らし いら刀が出 LL、1:j也

ては r iJ ~J (山木か) ~い ているという 三北からみると術になっているむの.)_ . . 三七海

!K鰐 1泌氏の，:炎ロ丹!こよれば、 IIIIIYJ 村、1・ In、 fllll~j村上町~f.!!tの狐森、|日 ':v~tr 付1'.Ti (税横手前内 むとか

らも備本カ IB 仁しているといヲ。\金;J~槻跡党掘調ft修正銀 D?{初..12王子刊よ，)~lHc， 

第 2章発掘調査の経過概要

1 .第一次予備調査

す?沢朔跡.こつトては、土地内f云放とつ・現(t地形や ~l絵図、古記録などから 4・3むさ 11 七ものであ司

て IljHi~:なi監摘が発見されたというような梢留目的な明証がないままノr l:lにいたっているのでゐる。そ

こで昭如39年 8H5、6、7の3日間.こわたり横手市教育委日会の企l旬によリ 、予備調査として本

丸と称されている.tllil正を従良時介、思川昂カζ発掘したところ、多数の性火が発凡され、そのうちに

は、かなり大きな性火の街%している場・析もあ りlli喪主・遺跡と忠われるにいたった

2 .第二次発掘調査

昭和40年7H22日よりお H~H までの 1:?B問

fí-.l:~ . l・-に'日・まれたこの遺跡は、秋t'é;疑灰岩を削干して造成した‘r-Jfl， r(，iが、 IIqカ1'1十ほどあり、それ

ぞれが現(，・4りし、北ノ)L、てノ九、内ノ jしというようなお柄、てよばれている.ニiL>")CT'名称はいつ

の明からいわれるようにな司たのか、 OJl.iJ1:士かくので求洋というほかない、 l時)，刈ff:したのは北

ノJしと本九のーニカ)iJ十て“九ったのでしばらく!'.l.!It:I-..ニの1"，称にしたがう ， (略)

(イ)北ノ)L

~t ノ九平問地区グ31J中央に{之;'If・して、正面(1lJ~ヒ}約28尺余リの五問、 pl:1 lf'i ('.友商)1;t21i尺

{~りの 1'4111]に部分的に 11< り/1 \ しのある作物て 、 j11え J，U唖も、 1:1:);'，為挑むない向い]~・ と込I、われるもの



を確認してL、る。

(司本丸跡

建物が何回この場所に造営されたのか、その回数や規模を推定することが不可能なほど、おび

ただしい村二穴がうがたれて発見された。基壇造成も雨落溝もない。

(横手市所在金沢棚擬定地発掘調査略報 昭和]40年8月刊より 抄録)

3.第三次発掘調査

昭和41年 7月258より 8月3日までの10日間。

本丸の西方にあたるこの地区は、軟質凝灰岩を削平して造成した平土日ー面が、中央の聖をはさんで

西街、東北の二区に大別され、西南部は武者溜、東北部は安本館という名称でよばれている。武者

溜 (A、Bニカ所)、安本館(c )、監の発掘がおこなわれ、その結果建物三棟、棚l条、港2条、
監 lカ所を検出した。遺構の大部分は金沢械に関連するものである ことは遺構自体の性格や伴出遺

物によって明瞭である。遺構の主体をなすものは建物跡で、方位は多少異なるが、 l室線方向と合致

しておリ、その規模も類似している。明瞭なものだけでも三棟検出された。(聞各)なおこれらの建

物跡に酷似した遺構がある。それは平泉町の判官館 (高館)や中尊寺関山亭建設予定地を調査した

さい、検出された掘立柱の建物をあげることができることを付記しておく。

A地区(武者溜)

南北棟五間×東西三問、四国lこ縁あるいは隔をめぐらしたと考えられる。建物より 3メートル20

-30センチ西方のところに上幅20センチ、深さ10センチほどで南北に走る浅い講とその内 (束)側

に小柱列がある。溝より 1メー トルほどでj陸線に達するから、これは建物を守る簡単な棚と、その

外側に付設された雨落溝であろう。

B 地区

A地の，建物から10メートルほど南にも建物がー陳検山された。東西棟五間×南北三問、四面に縁

あるいは刷をめぐらしたと考えられる。この建物跡は重複して他の建物遺構の柱穴も発掘されたの

C 地灰(安本館)

はず中央からA地区で検出された建物と同一規模の平面をもった建物跡が検出された。南北棟五

間×東西三問、四面縁か廟付きの，建物である。この建物と主主複して他の建物遺構の柱穴もあった。

また建物/)2メートル40センチ西方のところに上幅15センチ、深さ28センチほどで南北に走る浅い

溝があった。 溝より l メ ー トル20-30センチて'ij~線に達するのであるから、この議も A地区で検出

された溝と|言j様なものであると考えられる。
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聖跡

止に者溜と安本館とをl又分している暫は、附i凶i形状はlJ'j-: If~ をした鍋底状グ〉院で、"""~豪で.二ない。

上幅約 9メートル、深さは最深部で約3メートル40センチ、 造成時期を判断すべ きけヨ垂均.二皆無

であった。形状からして!ぽ川棚 (右下山1悦岡市郊外1や、同 し安倍氏時代の得汗と考芝さ1_ている

ず間|応館(岩手県紫波郡紫波町)の減跡の断l白i形状と附似し ている。

(金沢概跡発掘調査概報 昭和42'.1'-年FIJより抄録) (碍JL3司)

第 3章第4次発掘調査

1 .調査の構成

1 .発J屈調先の主体

秋11:1県教育委員会

横手rli教育委只全

2.発掘調倉WI問

昭和45年 8月1日-7R

3.発銅調査の場所

横手市金沢町 本丸地区

4.発細調査以等

発掘調査只 秋田県文化財専門委民

専門調査員

発掘補助員

敬愛高校教諭

森育小学校講師

秋田県文化財専門委員

横手高等学校中徒

11 城南高等字校生徒

発11:11事務相当 県教育庁社会教育課社会教fi主'*

11 県教育庁社会教育課j:.~

1I 横手市教育委貝会社会教育課長

/1 横手市教育委日会社会教lf主事
1/ 横手市金沢支所長

2 .調査日誌

8月1日出雨初日

曹品 昂

鍋合勝夫

杉 t抱l馨

小野正人

古川欣一

森本武治

佐藤弘

堀 江彰

伊藤金之助

AMll時、横手市市役所2階の第2会議室に県社教の有川氏、調査員豊島、鍋合、 杉淵氏 3名集合す。

市社教課長佐藤氏、同主事堀江氏ら とみ;丸地ばにおける本年度の調査に関し打ち合せを行九 性食後
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車で金沢支所に向い、同 2階にて支所長伊藤氏らと最終的打ち合せを行う。古川氏PM3.50分、帰秋。

雨、間断なく降る。そのため発掘地区のクイ打ちをやめ、図面上より考慮することに決定。支所2階

の遺物保管室より、前年度発見された木器、石製品など20数点、借り受け宿泊所で実測する。

8月2日(日) 曇 2日自

品18.30分、支所より車で機材運搬。本丸南部にテント 2張設定。 AM9.20分から鍬入式を本丸北部で行

う。列席者、市長、教育長始め30名程参加。同10.00時に終了。ただちに本丸参道入口 (A地区4X6mト

レンチ杉淵担当)。本丸北部 (B地区 3X25mトレンチ豊島担当)、東部張り出し部 (C地区 2X5m

トレンチ鍋倉担当)の 3地区排土開始。その排土作業に終始する。横手高生5名、城南高生3名、人夫

4名援助。森本氏来跡。

+友

8月3日明) 曇のち雨 3日目

AM9.00時より作業開始。 A.B.C地区の排土作業を続行。各トレンチにおいて若干の拡張部分あれ

その結果、 A地区より凝灰岩上に小さなホリカタが北西の方向に数個並んで発見される。 B地区はホリ

カタがトレンチ内に 2列に並んで見い出される。 C地区においては 3本のホリカタが発見され、その地

形上の占地から特異なものと判断される。

午後より平板測量のためのB.M( P 1・2・3)のクイ打ちを完了。A.C地区ともそれぞれ鍋倉・杉淵

らヤ100縮尺実測を続け、 A地区では 3カ所のSec tionも完了する。

同時に本丸南東の崖部に 2X3mのトレンチを設定しD地区とする。急斜面のためかなりの難作業。

深さ 2m地点で石垣の一部と考えられる)11原石群を発見する。 N壁土層の確認と実測にそなえての整備

を完了する。横手高生 7名。城南高生3名援助。立教大生幸野来跡。 ABSニュースカメラマン来跡。

8月4日0o 大雨 4目白

AM9.00時より作業開始。雨中、 D地区N壁および石垣平面・断面図を縮尺括で鍋倉・杉淵で実測完了。

新たに本丸中央部にE地区は設定(2 X20m)。人夫らにより同地区の排土作業を強行。 B地区は柱穴

と考えられる間尺により当初のトレンチに直角に東西へと部分的排土作業を続行し、柱穴の有無に全力

集中す。

雨が間断なく降るため本丸社殿内で全員昼食をとる。午後より同地区の北部で小磯 7~8 個や粘土で

構成されているカマド遺構が発見される。 C地区の残されていた 2本のSection箇所をPM2.00時、雨の

暗間をみて鍋倉実測終了する。 PM3.00時、平板測量のB.M(P4)を設定。杉淵AMll.00時帰宅。午前中、

横手市教育委員会職員15名程視察。 PMl.OO時幸野再び来跡。秋経大生長坂と同宿。豊島氏PM5.00時に帰

宅。横手高生4名、城南高生4名、顧問新田氏と来跡し援助する。

8月5日休) 雨のち晴 5日目

午前中、 P4、B.Mより本丸東部の平板測量ヤ100を鍋倉完了する。 B地区において柱穴内の土砂排除

を高校生が中心となって行う。 PM1. 00時より Eトレンチ内の五カ所を 1X1mで深掘排土する。黒色粘

土上面より須恵大護破片、青・白磁器、天白茶碗などを始め、多数の木製品が発見される。同トレンチ

の最東端の地表下 1.5m地点から小破10数値で敷いている遺構が見い出される。また B.M(P3)より B

地区の i~IJ量を取り始める。
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同地区の北西部のカマド跡 (ひょうたん型を呈する)から青磁器小破片一点のみ発見される。栄中学

校P・T.A約50名程、パスにて見学にくる。読売新聞記者来跡。その他、多数の見学者。横手高生6名、

城南高生8名援助。長坂、幸野2名PM5.00時に帰宅， PM8.00時に明治大生菅原来跡する。

8月6日附大雨 6日目

集中的大雨で作業続行があやぶまれる。時間をみながら B地区の柱穴内の土砂を全部排土する。それ

と平行して平板羽IJ最を縮尺11100でみとり終える。同地区南部ホリカタ上凶iより組悪な作りの白磁破片を一

点発見される。雨で'EトレンチのN(j，!:が若干崩j裂するが、 AMI0.00時よリ鍋介・管原が縮尺治でその断面

をとり終える。一万、 B地区のN-S‘ E-Wにそれぞれ 2本ずつのSection設宅地点にクイ打ちを設

定し、大雨のため作業困維とみて本日のみPM4.00時に終了する

横手商や:6 名、域府高生 3 名指H力 。 ~Ul品氏AMI0.00時に訴跡。夕刻Jj6: (、茨域よリ女子大生2名見学に

来跡する。支所長(J!'y，藤氏説明する。

8月7日樹附最終臼

午前中、 BおよびE地区にたまった雨水を排水ホンプ、バケツ等で作業只全郁て排水作業を行う。 そ

の後、 A・C・D.E地区の煙めもどしを行う。 8地区での部分的 Section を ~!:"i' 鍋合う!こよ勺て実測を

行い完了する。カマド跡、の実i11IJも縮尺){oで完f寸る。

PM5.00時、発掘現場の箆~ならひに機材などの運搬を終え、 l司ノド九南部で慰労を行:、6.00時に本調査

を終了し解散する。償子高生8名、城市高生6制度助。菅原WIlO.OO帰宅する。幸'!'f'PMl~ .30分来跡する。

雨て'実ifilJ不可能となった Bt也ぱ全体同は後日にまわすことを決定し全員下山する.

8月23日(日) H背

今回の発縄調盆で花見された陶器の検見を具体化するため、県文化財専門委uの小野正人氏、県社教
の;云樫氏、鍋合31，が全沢支所に!u合し、その実iUlJや与真撮影などで終始する。
8月29日ω 附
残されていた 8J也灰実測臼を般肋して くれる大学牛ーのつごうで短期されていた列を本日実行する。 秋

大生畠山、明治大生廿原、立正大生中谷、鍋倉の4名、A.M9.00時に金沢支所に到治 支巧長ならびに市

役所課長らの応般を得て、トランシ・ソトを始めとする、 iMIJ量機材を述搬し、縮尺泊の精図を取リ終える。

今後のB地区建物祉の保存状態は、各柱穴の上面にコンクリートプロ ックをのせ、目印的!ニ明確にし

て、研究上、便宜をはかることに決定する。{鍋令勝夫)

3 .各地区の調査概要

A 地 区

二の丸および北の九への通路分岐点付近に立っている「焼米合庫跡」ならびに「南山夜谷君舟1&~!1~? .J 

に向って、右手(西側IJ)の参道を市¥約40怖登った地点が、このA地医である。つまり、現消:の本丸跡、

標がある観光ルートの玄関円にあたる地域である。

この地域にトレンチを設定した調盗目的は、前年度この参道のすぐ左手に櫓遺構が発見された部分と

逆に右手前方(南側)に高さ約50-8ωm程度の凝灰岩の岩石よる成るよ旦が本)L南部に特に顕著にみら
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iL、その出発点がこの参道の登1)切った地点より始まっているため、それらとの相互関係を把握するた

めに設定したものである。

その結果、本丸南関宮1)の大半を占めている凝灰精の流れの端がi漸次的に傾斜しながら参道登 1)口付近

まで被っており、その表面には、約200m前後のホ リカタ(深さ10-2長冊)が真北にほぼ直角の位置に 4

-5 f問並んで検出きれたのである-.しかし、これらのホリカタは、決して建物祉に結びつけられるよう

なものではなく、その If~状ならびに位置観点から、この城柵の最，:主点lこ i主する際の出入口的な地設が存

在し ていたものと推定されるに留まった。

ただそれらのホリカタの輪郭が、かなり;狭少であり、凝灰岩の自然的落ち込み等を利用しているとも

判断することが可能なので、何らかの随設カ、架設されていたとしても、小規模な倒木が脇こされていた

のではないだろうか。首IJ.i.T:した憾との関連性は、把握.することができすに終ったが、同万にある土塁(昭

和!)_-6年程jjiJまでは 111.強 グ)I(:jさを示し ていた という)とは、やはり防衛上、対戦トーでこの棚木跡と

忠われる遺構となんらかの結びつきを保持していたものと考えられるのである ε - 第 1関及び第 2図の

i参照一(鍋合勝夫)

B j也[<:

所J円卒;九祉の北地医て、八幡4計上裏手の兵糧I老祉と 九上ヒrti約 3メート ルグ)j当fiとなっている。ここか

λ，よ北ノ丸、二ノ丸は自の先、西ノ丸むi府噸てきる t 版下の水田の中に 「雁行の汚いのゆかりの地と伝

承される西沼をも望むことが出歩!とる。 何日の頃誰1しが呼びならわしたのか本iしと は良く も云ったらので

ある ω 民望が良 〈視界の広いこの地をおいて考えられなかったのであろう。

今rul発掃のB地区西側の一部は U(~和39if.の予備調脊によって柱穴抗が確認されている。それらの柱穴

抗は板橋il泉岩手大学教授のその後の(iJf究によって臨時的な櫓のー精一一一 一汁ー後」ーーーーに挺している。

これまでの調査は中央から南に(11I'iしていて建築祉としては前記リ|こ楼」祉だけてある。今年の調査は

北部主B地区として建築担1:遺構の路よと、であった。

発見された建築祉!手、削平された秒、11i疑f:J(岩{ニヨそかれた柱穴抗が検出された ε この建物の大田告は南北

川!旬、〈東西 t，.問、ぞれに北西 i~:j I : 1(f1が付されている。 史に東側延長される付属屋と思われる建物土止が推

-よされた ん建物の北西約2メート 1レ:まなれて瓢141の砲I止も発見されている ε ー第 2匡!の 2及び第31泊

今出iー ( 竪 l;l~j Jf~ ) 

仁川;. IX 

コア地区三、 ~A故'*端に ある南北10問、東丙 8m の7行状Jf~ を呈している張り出し部て治る。現在の

本九地形上から明確な張1)出し部を形成しているのは、この地域のみである。この地区より南へ E下ると

j勇水として名高い「金洗清水」へと通ずる。

十j"j5:には露月山人の明城跡のj丘きに家寸青「菜、、 や、 民指し示す杉の聞に金市水、、なと矛の.u!i車や版相官が

建てられている。真東には奥羽山系カ、自の前まで辿っており、北東には仙北平肝の一端が~JÎrまれ、 まこ

と渋勝'l)良き地域であると同時に、白然的要害地形を物品る典型的な地区なのであるー写真1図参照一

こうした珂境の中での張り出し部に対し、その地形、特に急峻な斜面をもっ立味と、舌状を形成して

いることから、この地区の遺構有無を検討するため、南北4.50師、東西3.30情的トレンチ (拡鋭部合め
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る}を設定した。その結果、西端部は、地去二時ト5cm f'l~ で牧町;淀川正 - 以下、岩盤と記j~ -tる一二あたり、

トレンチのはば中央部にも十字引の討総が続き、不快If~な状態をふ ャていた。 その iJJ:削岩鍛の堕を利

用し、南北にそれぞれ l個ずつのホリカタが発見され、北 (60X70i来さ4icm)、'*i(70XRO深さ770111) 

とら隅)LIJ形のプランを呈しているか、特に後者のそれは、空きわ:..:['1色枯上がかな り乃t止としてをJ泊

しておリ、その付近には直径20cmfIIj後の添え柱的な役羽lをはたすらの と推定でき得るホ 1)7Jタが4佃み

L、111されている。

plij蓄の中心間隔は2.35omであり、 その間ににあたる地点

たが全て岩盤に突き当るのみでホリカタらしきも乃は、その他符無であ -， た，たた トレ，チ内て¥前台

二つのホリカタの二角!形陪の即点にあたる地

れたと問"寺に、 2 íI，'~の添えH.もはい :B されたのである 勿論、このホリカタの深さな、その地点から計

り1!十た数字であり、 1，状披*端にf，i:;i'l しているため、~.悠が急激に傾斜しているのてÆ しい ものとは言

えないぷて¥岩盤の効i峻筒所が随所には受けられるl'片から判断して当初は60-iOcm乃深さを!止していた

ものと推定できるのである

L、ずれにせよ、 二等辺三角形のfti/

じ"判。]に使用されたものかは判断できなかった。前年度、本九l崎市にjμ 、て発比され七 4倒のホリカタ

をぷ，jftにあたった精子}.:/'tの板楠減数段は、多くの文献史料から柿有なる -tlLらしく.土 井様」と判断

しておられるが、その施設の立地するために必要な条('1ニや、地形あるいは他の建物と .rff徴的関連性ーな

どからJ7え、惚、 11・機地設は、むしろこのC地区の特性一丹状を呈する桜リ出し部ーを宅ゥ、して始めて

効力を発揮するものではないだろうかと与えるのである。

発見されたこの 3 本のホリカタを r{'~fj もしくはそれに傾似した地詰物と判断するこ と は、中世初日自

期の減概遺跡で3本の文性架設遺何時が存在、活用されていただろうかと L寸根本的問題点を解決しない

限り無理であり、今後の軍要な研究課題とすべきであろう。 一一 1聞及ひ4図の 1'手兵2、3図参照一

D 地 区

本丸南*部の現地形のj~部を含め、幅 1. 5m 、長さ 3.5m の卜レ ンチを設定した、この地区における

調命日的は、全j尺文所長である(Jt ri事金之助氏が 「昭和J40年度以来、村正"I~によりこの南米音liー惜の患がj崩

れ、川l以イ1ーが見られた」という!lfJI jから;怖を売し、中世初頭の城棚遺怖に見られる 「イiII( J一一切打梢

を主体とする近世以降の築城によよられる憐成ではないが、便宜上、 ここでは石垣土記述する一一ーの構築

状態が把阪できるのではないだろうかという推測の らとに設定されたむのである。しか しながら、かな

その排土作業は|碍慨をき わめ、当

初の計[mj1.5mのトレ ンチ幅は 1m に、~に j茶古1\にな る にしたカ・い 500m 中Mてす屈リ進めたのである。

それに加え て.~.畦な地 JHて あ っ たため、1)の杉小、工と雑草 との繁茂、

その結果、 トレンチ1bi・丙端てす也表よリ 1.55om地点で川原イ{が発見され、順次、 *Jj(こ移るに したがい

6 - 7 (I~の慢がlõJ じレベルではL、1+'.されたが、これら一述の川原tiは:、 トレンチ凶端か>..!;t .Iiへ約 2m 

地点で 大体2-H1で構築されている、いわゆる 「イ i~むの本体とは紫ーなり、線的Hll陥て蚊 き並べら

れているむのでもなかった。また 「イ出土」の厚みは約 l情強であるが、 これとて街になって柿築される

肝づら積一←-rjlilJ:後期より近世初期iに}よられる発生的段階の城にみられるイï~豆の築成 )j法ー一一内ような
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作りではなく、中には凝灰岩の胤も利用して作られた疎的要業を含んだ「石垣」である n 一一一写 r'{~~ì 4、

5 図参!!!~-

これらがjおの川原イiは、長径20-3伽問料J!rのものてん 1)、 「イihlJグ}本体を成す係者の川原{j群との

関係{立後世に比られるtuイi一一-l.:I自iの行制の崩壊や岐mの防11.、ならびにイimそ♂しのの強化のたダ、、

その内IIIリに施;をされる小聴を指すーーの自11さU的をt.y-" l、るものではないと11J断することかてさ〉。

卜レンチp阿可封焔端i品iより2.80ωo仰n附d也点でで、計脅鰍詰上に架J投止さjれLた川IJ似J;以;江〔イμ{が、 4令':1川1パi城↑耐崩崩fグ的n!以4持苅郎1¥イ“li.¥J.J川}

その「勺イ[山!I川山(りJ ，はよAρ.1f4iiさき/及えびぴ.η.み L1 I川n 羽の梓刷iじ:末朱〈弘~.f構蒋築子子.法であ勺たろう ο しかし、 ここで与えなけれ!まな

らないことは、 「イiIl[J 1 '. 古!lにある 1'.域状態に少なくとも:~ 1111以 上も黒色粘土や補色砂時1-.とを交可.に

つきI.fjlめた抗跡が明瞭に?{-u:しているl.(で古る、ニのことほ、下部より h盤→有刺 (111民{イi)→硬質 1'.

取の 3nr.特になっていて、決してイi:tl(の上I{IIか当初の械棚における生i1ilfliと判断することかできかねる

ことを意味している。

即ち、ニの怖の r，( i !!i.J の構築同的は、地然の堅同作.を更に保強する意図がかなり強められた、 「石

!~i.J という本米の芯.味から速く 離れた初歩的段階の 卜に，(脚している ものと Jfえられるのである。なお、

この考古毛を伯める災付けは、:大のEj-也氏で記述するが、この地[.(-{h:が、かなり i来い谷の人り j主人があ

り、 そのJ'l!_めιのため多号:の土砂を投拾したj自作て土岐軟弱が1-1立ったことから、 この憾な r1iJii.J地
設をあらかじめ設置したものであると決断できるのである。

また、よ肉食中に見守f:に米跡した市-老7)話しでは、本)Lよリ約15m下の地点 (全洗清水に行〈途中のテ

ラス状地域)で、 計、 「川原;riが正均j杉に比えたのでnトiではないか」という推定のもと試掘してみた
が、どこまでもl'iJ慌な川原石がぎっしリと開設されていたので、 j金中で中止.し掘り，，+，，した川原uは、現

在、清水に降りてゆく際の階段がわりに使用したということであったが、そうすれば決してこのD地慌

のj4~部のみではなく、フド九南東部の範にある付属的遺構にも何段もの川原石を地こし、 城棚の全般的保
i ，，1 2 I 

強に努めたものと考えられるのである。

_.応、この川保石に よる乱石積か ら成る「寸i ~旦J の施設範聞は、南々東隅から始まる土皇跡か ら 、北

端は金洗i白水への降 1)LI (C地[)()までの約20m liij後のものと推定するこ とが可能でhある。県下にみら

れる域棚ill跡では、その勢力範囲も しくは、 中心的地域のl正面を土塁で仕切勺て明らかにしているが、
l，;t :11 

この遺跡では、ゴ二塁および初歩的「イ j :t.IT J の併合をも って域棚築成、軍事的~)jí卸 )j法を一社主進めた過粧

の中で行なっていたと 比ることができるのではないだろうか。

ともあれ、 11世紀初頭の歴史的舞台であった遺跡から}心、:1-'.された、これら一群の「石垣」架設手段

は、東北Ili代の城概構築に新たな問題を投げかけると同時に、好資料として他遺跡との比較検討を可能

にならしめるものと 言っても過言ではなかろう。

E 地|区玄

B.M (J原京瓜.'点'

一一第4図の2参照一一

~:t:土、 前年度J)t.j 伐の|祭、 C地区})向への試f同様ならびに南))へ 2机あまりの地点を訴te:したが、 結論をみ

. ..'f\せ 4・か~')たため、その細部倹討する卜、今回も東阿に l毛いトレンチをもうけたものである 。
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このJtT.[><:~こむける伝大の問題点fi 、本丸の%を示す;縫眼精や硬質亦色よから成る、いわゆる地誌と!ま

ま た〈件.質の呉なる粘土性の然色J.が持つ意味ヵ、fpfを物踊るものかというl.(であ 1)、また本遺跡のIH

ゴ:j立物の発見地M.が 9'，IIIJ以上、このJ也|ベに集中している興味ある・Wkの角平明にある。

ます、その1M位はたよ→褐色土→民色粘仁→尚色:1:，*~I 1'.11のむのかじ干混入}→1.1.¥色粘土→砂上→

尚色*~i"I:の 7 柄よリ成る 5 層自の hfli!~ 、現地必より1.3υm でありこの地点より数多 くの水路、須!色

大型.17・白磁器が売はされているのてある。そのJI'さ:止、時々 80cmむ'.)主であリ東部1・なるにしたがい

漸次的に!事みをm し てゆく。 つまり、 このトレンチの 1'4~;M より 7 聞 はどの地点から、その首~5府自にあ

たる!.~\色粘土層から砂 1:→青色粘七→m尚色粘土どれr-変化しているのてある 。 逆に西地部は航物性の

腐Hl物が混入している縞色土層が、松i軍部門層を桃成している。一一この付近の上府部:立、前年度の訓

ftの筒所と電複しているため、かな')の俊足LI習となっている一一

今f1JjのトレンチN慢において、他会下50酬の地点、 l!]Iち、第~4 層日の褐色七を掘り込えたホリカタが

明確に三箇所発見されている。つまけ、ホリカタと虫色粘土上面とのレベル差は、80c円の迎いカ、みられ

るが、この粘土佐サ:鳴の解釈は前JCLたD地医で若子のべたように、本遺跡における般地収i:般のため、

南東部の谷の入り込みを埋める必要位にせまられて付近の l二砂、粘ゴ:何:のよ壌を順次に山ぎ込んだため

のものと考えられるのである e

ニの土砂埋め立て範附はD地区発見の rfi垣」を含めて、現在の南東庄部を中心に約15."の半円を摘

〈内におさめられているが、このことは、航手市役所で訓育した八幡神社本丸地区の等高線図一一第5

凶1の参照一ーでtりl確な如〈、 E地区付近が 300、 350111の2本の等向似の入り込み、つまり谷聞の({

イドしていた地形上の高低からくる範聞とまった〈 一致するのである ，

即ち、現在の本丸地形fi台形の型で.まあるが、 11ilt紀初副以前はむしろ門+人的なれをポしていたであ

ろう.幾度かの居住圏J立大のため谷部の入リ込みの顕1f-であった南東都に上砂煙めたてや柊I~ も行い、

その際、投下部にはi従灰岩の土塊を始め、川l原石など多数を入れっき収め、以後数回にわたって土砂を

t埋めたものと判断・できるのである

そして、その時々において生活d誌の不用物なども一向に埋設した品物が、今日、多くの出土遺物と

して先見されるものと解釈されるのである なお、出土遺物の大部分は月磁、白磁器を中心とする鎌Ii

~室町j切にかける遺品が多い観点からはて.本遺跡の克也前年代の実時より以降においても、その埋め

i'L作業T:'f.はかなりの恒l数として実地されて来たものと推測することが可能で与ある司

luJトレンチの点よリ(丙宣告より 10m地点}ては.i(1.径10-1長酬の五千{によ って幅50cm代、敬きつめら

れた簡所が発見されたニとや、最東端において地表i而よけ 2m付近でもi即死去塊が6-I問ほど伺しI!?i

さになって見い出されたのは、多分この際のJ型的立て作業I~:干の痕跡、ではないとか考える 。 特に i走者のそ

れは、，jiJ述した 01也[)(の疎的間隔で党比された川原イiといjレベルて・あ 1).市東部の谷fg，人リjムんにおJ-J

る刷楠紘張計画のもとに実地された、ニの付近一帯の{服地設一一軟弱な粘土質土場!ニ1・J，ゐーーの--

部とみてきしっかえないであるう 2 一一ー第5ti(j 2η'(i第6、i[4参附一一

tJ: 1 r金沢概跡発J紙調俺概報」秋閉山L文化財調ft級行J}第12築 S 42. 3 
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の臼調主の成果、し本丸西南隅地区の中で板橋氏は、具体的に記述している。

7-9P、25Pの第 5図参照。

註 2 現在、本丸南fUlJを肉動車道が走っている。その北側IJに本丸地表より、約 5時下にテラス状の地

形が明瞭に残っており、細かな実iUiJ図は今の所ないが、金洗清水に至るまで何段かのテラス状

地形及び、張り出し部分がい くつか存在するのを意味する。

註 3 特に高清水に占地する秋田城跡では、現在の護国神社を中心lこ明確な土塁が残存している。た

だし、本遺跡、のような凝灰岩製の硬質土塁ではなく、人工的に築きあげた純然たるそれである

点に相異がみられる。 (鍋合勝夫)

縫物遺構 (8地区)

所謂本丸の北側のよ也医から今年の調査でl棟の建物が発見された。これまでに西ノ丸で発見された三

棟の建物にすこぶる類似した構造である。発比された建物は、東西五問 ・南北四問の母屋、北側に廊が

付接されている。史.に母屋の北東隅に張出の東西三間×南北陳二聞の付属屋がある。母屋の柱聞は等間

ではないが平均して東西で2メートル、南北で1.8メートルである。従って母屋の規模は東西10メート

ル、南北 7.2メートルである。臓の張出し聞は 2.2メートル。東の付属屋の柱聞は、母一屋.と接するとこ

ろが1.8メートル、 他は2メートル、南北では南から1.65メートル、 2.1メートルとなっている。従っ

て付属屋全体の規模は東西 5.9メー トル、南北 3.7メートルて'あった。

この建物と重複して南側に多く の柱穴を検出しているが、独立した建物としての規模をまだ確認する

程発掘していなL、建物の椛築年代を示す遺物と考えられる白磁片を検出してL占。

尚この建物社から北西約2メー トルはなれて「竃」が一基発見されている。

竃社

長軸をほ J北西にした瓢型をなしているが主体部の「竃」は径約1.3メートルのほ J円形をなしてい

る。外治l縁に石を巡らせるが、南東側が焚口となる。深さは、最深部で30センチメートル、平均して20セ

ンチメートル程で、竃の内部には支脚石が配されている。尚焚口の前商には灰取り場は長軸1.3メート

ル×短軸1.15メー トルの円形に灰の広がりがみられた。総物は出土しなかった。外部施設と思われるも

のに、北東側及び南東側にそれぞれ一条の粘土壁がみられた。壁の厚さは約10センチメートル、高き現

高10-8センチメートルで、黄白色の粘土である。この竃の周辺にも数個の柱穴坑がみられ、上屋など

の構造物の可能性をも推察出来るが、現状では推察にすぎなし、。又建物との関係も廟に近〈ーか所岩盤

を検出しあたかも踏み台を思わせるものであるが、これとても推定にすぎない。年代を示す遺物は発見

されてL、ない。 第2図の 3参照一一 (豊島昂)

4.出土遺物

付} 前年度(第3次調査昭和41年度)出土遺物

第3次調査の際、本丸第 3トレンチから出土した遺物は、概報にすでに記載されているがー---19tlえば
(性 1) 

石製片口鉢(長径32.2短径28.20明高さl弘明器厚4-5=)や赤塗漆椀(口径13.弘明高さ 4.μ怖)などー

その後の洗浄作業で特に木製品を中心に特異なものが見受けられるので、実inlJ図及びそれらの数値を中

一 l~ -



心に、Jj.，'i・的資料と して簡単に本報常吉でとりあっかうことにしたL、
(Al木製 M，(t116、第81.gJ) 

1 : 3.5X9.2cm、 1'/さ1Cmの似tl::木器てある 。 Hm失しているか、 I~ Jéすれば 9 -1併用品iJ後のJfH形

であ り、 1141渦には 4- 5cmf'JlのイL:IJ{nり、それぞれ本Hカf人〉ている木製品てあゥf二こ とカサ1t.ifilJされる。
|刈の事1]< 、 j正問の'*釘のみが事長有ー しているか、ニ}した If~:lKは、昨年度、調。tが終了 L ている北秋田ltIi

鷹巣町所イゆ「制附 」遺跡1・JJlM党比されているものと頬似している 同遺跡カら発見された、
この闘の遺物は，.-j，現品中、版状イζ器の 1'， 休て~"'Nま:h、小火の'.'.1岡には同心円:I'J;庄司会乙i<i.j( )ており、い

わゆる木術的要素を含んたj生給1日の本切品とJjえられているが、詳細に鋭奈すれば、本遺跡より見い出さ

れたも のは同聞の角か斜めに鋭干Ij~. ，l)物で削ずられている ¥"I:lJ 

つまリ、その断1Mはし状になっている点に前記した「胡桃色riJ遺跡クそ2ーと!土乙・ζ.，) I:U呉，1".(ヵ、み，')れ

るのである あるいは単なる嗣げ物もしくは和的うつわの一部とむ??えられるが、な万今後の研究課題

のひとつとして考察する余地ヵ、ある遺物である。

2 長さ 13.ル冊、先端より 3側まではひとまわ り、細小に I~IJ ') ~られている議ヘ木史てある。断1Mは

円状を'il.し、かなり制巧な木製品である

3 幅 2側、長さ19.7側、厚さ 0.4酬の数1lf(をぶしているが、勺初の上去さ.エ もう少L民自の形状をな

していたと 推定できる。図の~II き 、 J:J~ISが|山H;Al より くの'(:状にく ぴh、下方になるに L fニカ目い順次車111身

となり先端は鋭利なV'"{-状となるものと巧・えられるの

この木製品は、前述した 「占IJ桃館」遺跡を始め男鹿市脇本所花の「煙没家尾J J~J専などから出 1.. し て
2主4) 

いるものとまったく類似している遺物である。

こうした木製品は、いぎ')機の部分品である綾竹と言われるLのてあるーつま 1).縫糸のJll、般の税

制や、その他、糸のたるみた・どを訂正する一純の織機用品であると行える。

4 中央と両端にそれぞれ小穴を穿っている長さ17.60m、制 1.Scm、i半さ O.5cmの会liiiが、かな り精

却されている木製品で、中央の小穴:立、 - )j よリの~ち万法で成されているものである。

5 厚さ O.4cm、長さ !:I.icmを計る山形状木様であるが、その使用目的は不明である

6 : 11.6X 6.やmの曲げ物木製品の底部である。 "1-さ0.3-0.4cmのかなり薄手のもので材質はねを使

崩している。

7、8、9:この 3点は、いずれし弔桁的木製品の一部である。 7の中央にある 2本の粂棋は多分、

終皮を地し、その製品の保強もしくは尖(I(J感覚を止.みだすための痕跡であろ っ。 8はかな り巣表とも使

用した跡が若しL、。また 9は、 IWJにそれぞれ0.2-0.30m位の木釘を 3本打ち込んでL、るものである。

それぞれの残存数値は、 13.8(長さ)X 3.6(制)XO.5-0.6' l.!l)…… 7、8.3X5.8XO.4-0.6…… 8.

19.8X4.9XO.6…・・・・・・ 9てeある。

10 :長さ27，師、幅1.1師、厚さ1.2酬の伸状木総。l刈1r:IKljは11:括航して、その形状は定かではないが多分、

イ7側と|日l織に鋭利な刃物によってV字状の切り込みがあったむのと推定される。杉村を使用している

11:木目の荒い杉材を使崩している0.4-0.ゐ桐の小穴を、残存している範問内で1切開穿っている板状

木骨量で、同お側には，-icjJを2カ所、1i.ドに長さ O.シm粍のほぼ円形の凸部を成している。その使用目的
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: t i~1リ l てお り、時代的にもその使川年代がかな り 1'，;年するも J) と Jjえられる のである 。

12: 12.7X2.20m、l平さ0.40"'(/)数!fl{をもっ、かなり村Iりなしので、 一万の先端は九味をむつ角でI的手

自'.k:mの小γ、そ~う ているものてあタ J

(砂土 担品 (第9図 )

1 守山色の色調をもっ硬質砂岩より成る砥イiである。 取さ10qのほぼ正方形で、凶行1l!11のみが使用

されていない、間 1)5 I ~ i使用の終砥である ο

2 図の表1(liのみが位一刷されている H白児色の以岩よリ成る{il~石で、表面はかなり断滅している。

3 :砂子十 より成る 4 而使用痕跡のある JÌL~氏であ 1 ) 、行干、1..ï英 í'Íの礁が混入している。表則上 )jには

j架さ0.1-0.20rn科の講が 2本走っておリ、その中央部はi!ffr次的凹みを呈する。重さ659のほ才7である。

(c) 鉄製品 (第101吉1)

1 !立柄背11にj!iき部分の、 2の中央部のJ)了-倣)'，.でそれぞれの断I(riはVj-.状を成している。

3・4・5・6の4点は釘であり、それぞれ8.70"'、8側、 7師、 11.40畑の数値をiJ，し、その断而は正
)jJ杉を成し、若下、時代の下降するものと4・えられる。

7は微であるリiとさ13.101九その切り込み(il1分がラッノf状を成す。 この形状から判断しでも、使用年

代がかなりド降するものと忠、われるの

(ロ)木年度(第4次調査昭和45年度)出J. .m物

今|凶の1"1¥土造物は、 E地区の黒色村土上1mより発凡されたものが大部分であり、その内訳は木製品、

特に平等状木路(長さ2ω冊前後、原さ0.5-1om)80点を始的、木皿やその他の木製品、器物て"は倒忠大襲、

大問、 n.磁、内磁~、硯、砥liーなど多数発見されているが、その中の主なるものを簡単に記載する こと

にする。

(刈木製、石製品(第11図)

1 直径6側、高さ1.7om、底部作30mに器高台0.3-0.4omをつけた、内外面ともに朱冷を施している

木肌である。前年度発見された朱冷椀と同機に、かなり年代の下降するものと考えられ、若干いびつの

形状を呈している。

2 前年度出土した木型品.No.5を大形化したものであるが、 ト方に o..Jom程の小穴が~・かれ右側のそ
れには木釘が有されている。長さ17.ゐ冊、中央幅2.50111、!享さ 0.90mの木製品でかなり木自の荒い杉村を

使用しているが、その使用目的は不明である。

3 長さ46.3師、 中央幅2.30m、!亨さ O. ゐ怖の衣紋かけ"IJ~の木製品である 。 両端の曲部の内外ともに、

かなり精巧にえぐられてお リ、特に図左曲部は顕告であり、長さo.ゐ怖の円形凸部が付いている。

その使用目的は不明であるが、 そのt"，mlを中心柄hとして回転させる何らかの用途として使用されてい
たものと批定するこ とが可能で与ある。

4 特に|ヌ!の表面および左側に門みが著しく使用痕跡が明瞭で-ある。 薄緑白色を呈する 3.59の4面

使用の守護砥石である。

包) 七昔it・6見(tl'D2図~第15図)
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今回の調炎て'出土した土器類は、係.'J!:.i・UI峰が大郎分であったが、いずれも破片・であり、完形jhl立
符無であった ここで取り上げた23点!立、合て同上但Jeによるものである.以下、 簡斗iに記述してゆく

ことにする。

1 口径23.1師、底径7.10m 、~:，5.6師、時計0.6酬の数f~l. をもゥ底部には糸切リ抗カ明確てあリ、内

外出ともに茶緑色を去する粕の1主鉢似の22である向制t'{".:lJti 1.であり、焼成む良好で内外凶iには民人-

~の生地と粕援との膨張ならひlこ収納の;\'lにより'1":.ずる現象であ って、その起が著 しいと細かいひびが

入る.ーかオt1)、光沢と相交A て長しい色彩をぬしている.

2 :ほ(f8.7t>mで若干、その'i!;部があげ民的係判1をf!ける 外1I11に:土賃制色の袖が地こされ、その純だ

まりがほ古都にあり、かなけの'止1'.りをみせてL・る箇所カある.I託部に:!mな糸切リゼ〈を:ιして:・る.
I'f.さ1-1.3c明前後である :J'、和l築の1'lさは0.1-0.2""，むあリ、かなリのif(足感!こi;iむらのである.版

部内l酎にはロクロ痕カ・明障である.

自然軸あるいほ同砲を薄 (mる作品:の -'Ié'~:削にみられる、従 j米のH.法や抱袖法と!立与4なる、 l' わ1'))る

良<i8けた炎しい光沢を持った朽~色の貨物で特色寸ιけられている古瀬戸の査である.ただし、その作

成されている胎土li粗悪であり、内面に1111凸が随所にはう Itらilる.

3 :反日茶備である 口径10.7<'同. I~~ it:.t.ゐ明、おさ5.5t>mで11品部はかなり薄手でわる。内外1(11ともに

2-3条の章、跡をみせ、底部をのぞいて I，!#.lてぺわる.

この:.~\軸は一般に鉄分の多い輸を両者化焼成して作成されたものと巧-えらHている. 1.1:5) 

4 ・ 5 ・ 6 ・?の 4 点はいずれ ~JW磁総である a

4 口径10.6om、rif径5.8cm、向3.9師、総f;出 1-1.lomをぷす海蝕色を主し、内外而iにおおまかなl't

入が定っている ほ部糸切り跡か民受けられるか、胎土t完成，土かなり暫LWてある.伐存自I;}~ を í~1(;した

むの.

5 : 1怠径5.5c情、器台高0.7-1 C"'.応部liil(任1.2酬の円形状の凸絡がある.糸切リ泌が若!二みられる。

器台底部は茶縄色の色調を成していて、外出li料、 IJi幽i:it~ I二のBZ色がかった緑色であるo n台ヒ!ilミ併
であり、 f自のl早みはO.1-0 . 20m fl'l!rをもっている。

6 : I怠径5.5c冊、務厚 1-1. 20m 外出.白人キぷ寸.

内l爵底部は茶褐色を成し、若 H県1えのものが1・j消している点に特色がある

7 :香炉型の器形。[]縁部より2.4cm付近まではi湾帥附をぷし、胎土良好てほ古誌になるにしたがい清子

となる.推定高さ6.4cm前後。

こうしたー鮮の背磁器は、県下の中世からι111:にかけての遺跡から多欲出 tしている 北山

8・9・10・11の4点は白磁総である

8 :口径9.ゐ明、底径4.80冊、向2.40問、器f;尚0.3-(). 4cmの制悪な作成の白磁器であるl 政問所の内外

凹凸がみられ、胎土は非常に組末である。u*.故郷{正晴子の外Iiを呈する.
9・10・11の白磁器は全て口敏郎のみの破片・であ リ、 91孟内側が特に白〈、市干の貝入カ‘あり、外的1

li賞白色の色調を呈する。口縁部より 2側担の胴部に粕か見受けられる。底部になるにしたがt‘Jl/.んを
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J析すの

lO;i~下の~rll-で内外面ともに透明 l!rが市 〈、光沢がある. 外!釘Ii若4二 、 ロクロ政がある o 11'i口縁

部元・外以」ている純白であるa 内外ともにn入カl定っているo ':'Hら白磁器l之、n:分土1q。ほど含んだ

軸で酸化悩で焼lえした結来、完成されたものであるが、やや全般的に見て此昧をおびている。いわゆる

す内色の色'舗を品 L て・‘る λうから号え、Ul:n:;な幼般的てらる 1 ・:ょ1ì~Iで製作されたらのと忠われる .

12: K叫(rしてトる V::}j形の俄である。ゆi申1M士約 9仰の数11((をもつものとみるのか'T);叫である"その

持部の端恥1'1;立0.5<:171であり、 I17iさ2cI7Iをぷすa 海部と~，f部との断問!立、作llfI一般にみられる U字 1.l:ふ γ. し、

先端よリ約1.2c問、|み部上 1)O. Icmの深さをも勺 眼目tt+l;併有二上 町 て作成されたものごあ i~ 、除、海

も，中'"1には、この計イ1矧，:多々みられるUど"，';'j人')~\態が見受けられる .fJi代物とあまり十I!民がな¥，¥f¥L. 

ft't巧に作成きtL-: ¥ 'るらめて二 そ小形状、 lr りウイカ士り f引にの下降する時期、つまりま援什~主町~Ulに

l出ITJされていたしのと ー与えゐのか安当と思われる。

n: 抑止入 lた勺fI縁部舵片 ~ u (壬の1{(;:liI主主11(t!止、推定で4L .8cmとかなり大唱のものであるーその厚さ

は2-2.10mで"1.1ì~[iになる μ したカ、ぃ漸次的に lÎ1 r-. し しくは|円但!の激し いも のに変化して~ ";Jが、かなり

ifi 命感にi.lも持.t;てある。 U綾部の断面は、全体的に JLI1主を持ち、品角度に外ばしている特色を心して

~ "る。

外1(11 に はたたさえゆがほぼすE行に I必こきれているがjlló)'~i; (1 ，;1- 'の制部破I~・が:H t:したが復J乙イ可能な

ため、こ円[詞にはなL、jに至内て、 5-6-1正一車Ilめ粂科iを中心:二、かなり傾斜のある支持を憐成してい

るn

内1(11IJ 到泌に口、政-1>:の条句が X1~J H惣をとうている 他:i~ 丈てある .胎:i.:. 'll 、小崎カ;含まれてい

る/.め、 2- :{ 筒)Î)jü と門部がみら札、!Il.t.な作りである.その形態 、 特に U縁部のl!~から鎌合初期に

設定される哨年にk~tるものと々えられる。

14 : ~t'(.i.t':ßI~ffiI破門て，~)る、 hlflll- ， l i導対糊かぬiこされており、光似に白む イfきがけのたたき文伶の

中l，i!土、 O.3-0. 1cmfllt でちり、JIti士、焼成ともに机*~・11'りである。 í*1事1. 1-}'訟m である

15: l器l学1.3-1.50"'.I1庭用色、色凋で、主主初はお下りのた七き文僚を施こしだ弘、約9-10本の友関ド

りのたたに虫;帰宅・ぬこした後、約9-10本の/じ下りのへらか5立;械を、 :1ぽ 3CI7I Ilfl隔で施ニす、いわば

~i f-tl..丈砿乃立!々を椛成しているものである a

なお、 )ji)(;"nたたき文様は政細にみれば、その~'Iみ内に、縄日文が細か く 定巧ていて、かなり細い糸

状のまいた体て'地主したものと考えられる。また内1Mにl土佐lnf(ニ減って抱こきれた渦巻文掠(i'fi毎，t)

，よ九れる こ内争Ilの~Il m~器は. '1<安初期から中期にかけて見~ Lるむので一一→伺えば脇本の「開花家

~i! ~ や「占月悦館J 遺跡などに山:J'.している一一、本i立跡中、肢も年代の判るものと4・えて妥当ではなか

;)吋カ・

i6 :胎上、焼成とも~I'常に m憾であり、いたる所に小行、硬質砂泌がみられる Hl 1J!. l l 結破川ーである 。

しう・し、そのut.安部上凶lには波状の沈制カ・ 5本ぬこされており、その断lnIはかなり内向するむのであ

その桜町3から術 t1 :1J して浅鉢と忠われる。l'!さ 0 . 9c"， を ~d る

I I : I'/.さoI-1酬をぷす似.'J!.IJ*.次郎である。外Jえし内lWJ11柑ffl)には一段の門みをもたせている。軸4長
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;') lilliこされていゐた;l ( :二 ;:~t_ hj~ iーである。ロクロによ って裂作きれてj;リ、 イj1(t '('[グ):!{i Jょ1・4

まって、かなり 美しいものである。

18 : 1'1色の胎地に務縁色の勅薬が施こされている肯瀬戸の破片であるc外国にはロクロ!良戸、L't

り、円縁部は外反し、その内而には一段の凸音ISを持っている。器厚0.5-U.6cm。

19 :内側の口頭部に深さ0.2omほどの凹みをもち、内外耐とも白色の地肌に薄持色-"術品::~包- -

るのは、 Ko.18と同様で与ある。厚み0.5omなり 。

20 : LJ縦割iから胴部にかけての破片て7ゾ)、貰入が横に走り.表面には 5-6本の条線上(こ薄黄緑色

グ)ftIl薬を施こ している。またロクロ跡を明瞭に見せている内面を呈している包

21 :口縁部のみであり、壷赤の器形を示すものである。表面に!まあわ状の自然軸が黄褐色の濃い色調

で地こされている。 l手さ0.7-0.80冊て'ある。

22 :定面には貫入が縦織に走り 、かな りの光沢を呈している。I内商法断商図の如く 、O.1om前後のIYJみ

が主主段あり、ロクロ使用後、へら状の道具で整備した内面加工の特ー冬な好在である。黄緑色の軸薬によ

って、美しい様相を呈しているのが特色です〉る。

2;j :口径(推定)18.お冊、高さ(推定)22側、厚き0.5-10mの土師製壷型の形態を示すものである。

表而には文様がまった〈見られず、赤褐色を呈しわずか胴部には、へらで盤正した痕跡が見受けられる

のみである。

輪械み方式の製作であって、その内部には、横幅の明確な痕跡がみられる。そのため拓国の如〈、か

なりの凹凸が存在する。口縁部は内湾し、若干のロクロ修正がなきれている 3 胎土中には小礁の塊が所

々にみられ、焼成もあま り良好とはいえなL、。

M程、残存しているものを図上復元したものであり、口縁から胴部にかけて、約4X 40m程度の小口

をもうけていると推測される特異な器形であるが、普通の使用目的には遣い、ある特定の用途のために

製作されたものと考えられるが確定的ではない。

土師製作ではあるが、かなり高jEで焼成されているため、硬質性のものであり、また器形表面には画

一的な色調を示していないのが特徴で、本県では柿有なる遺物であろうと考える。

註 1 前項の註1と同様。12-13P参照。

註 2 r胡桃館埋没建物遺跡第3次発掘調査報告書」秋田県文化財調査報告書第22集及び同第19集

を参照。

註 3: 註2の第22集中、 31-33P、50Pの第4図を参照。板状木君主の考察は鍋倉が具体的に記述し

ている。

註 4 r脇本埋没家毘第三次調査概報」を中心lこ、第一 (S40.4)、第二 (S41. 3)次調査報

告書を参照。特に第三次(S 42. 3)で具体的に記述。

註5: 正しくは建蓋であり、宋代定窯で焼成されたものは黒定と呼ばれ、素地が白〈上にかかった

黒軸は透明感に富む。宋代に建窯で焼かれたものが建蓋で、素地が鉄分の多い暗褐色である

ので沈んだ不透明性の漆黒色を成すものが多い。
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詫 6: 県北では能代の桧山城、峰浜村の蝦夷館、井川村の井川17奏城、五城自の山内城や浦城、男鹿

市の相川城や船越所在の古屋敷遺跡、脇本の埋没家庭、中央部には、秋田城跡を始め、太平

の舞鶴城、下浜八回の長者昆敷や弥兵衛館、和国の戸時城など、由利地方では亀固め占城遺

跡などが存在する。なお、この中世にかける自・青磁器出土遺跡名は、県文化財専門委只の

小野正人氏の教授によるものである。(鍋倉勝夫)

第4章総 括

1 .金沢柵出土の陶片について

(イ) 金沢概の胸片の楠慨について

この遺跡から出土した陶片は、目下のところ、 一定の範囲の時代に限られている。その種類は、

かなり多様で、白磁、青磁、米色(べいしょく )の磁片、 天目などの宋から輸入されたものと、黄

緑色の古瀬戸に属する尾'炭地方・の製品との二つに大きく区分される。

〔白磁〕はかな り薄手の、乳白色にちかいものであるが、必ずしも精織な作品とはいいがたい。

この点は、他の出土地 (県内の)にも共通のこと で、一般に地方むけとでも評すべきものがおおb、。

白磁の出土は、県内では少なく、管見の範閉ではニケ所である。 他のーケ所は秋田城であるが、

いずれも相似た性質のもののよ うに記憶する。

〔米色一べいしょく〕は青磁の類であるが、 シナの古書にし寸、米字は粟笑なり というよ う

に黄色の粟の笑の色をいうが、おそらく、このような類の色をいうのであろう。軸下に浅い櫛目刻

文のようなものがあり、胎土も良質で、器型も他の出土品と比較して精作である。この類のものは

県内の他の池では見たことがなく、器からうける印象も、他の出土品とは異質である。

〔天目〕は、天目茶碗の破片で、型どおりの天目引で、軸にや、禾自のよ うな細い文様が出てい

る。

〔青磁〕は、 一番片数が多L、。器の種類もさまざまで、皿あり、碗ありといったように、多様で

あると共に、粕色、粕調もさまざまて¥渋い背錆色から、やや黄ばんだ透明なもの迄、貫入の状態

もさまざまで、いかに個体が多かったかを思わせる。この青磁の鎗入は対宋貿易の特徴であ り、別

項にあげるように、茶碗は対宋貿易の主な輸入品目の中にあがっている。

〔古瀬戸〕これも亦、片数の多い出土陶片である。主として尾張地方の窯から生産された、黄緑

色軸を施したものである。 一般に古瀬戸軸とい うと 、茶褐色から黒褐色に近い色調のものを称する

が、 このように黄緑色に近いものも、古瀬戸のグループに属せしむるべきである。

この類の製品は、一般に器型するど〈 、格調たかく、宋磁の影響を偲ばせるものが多し、。この金

沢概祉の出土品も 、その傾向があるが、 一、二、非常に厚手のものに、この粕を施したものなど、

他所に少ない例である。

コ。他7宜績との比較

A
河一
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秋図県内で、金沢の繍と匹敵する城纂遺跡で、しかも、陶片の笠宮に出土しているところといえ

ば、まず、能代市の桧山織をあげるほかないであろう。

また、他県にこれを求めるとすれば、浅軽の十三湊織がある。しかし、桧山も十三も、いずれも

港湾にちかく、日本海の航路にほどちかいことは、金沢の織が内陸ふか〈入っていることと、 よい

対照をなしている。

この点、金沢の概は他のニヶ所と比較して、非常に大きな問題を有している.すなわち、他の二

ケ減は、海から近〈、同ーの政治的勢力のも とに、財貨を輸送しうるのに、金沢の棚は、長大な河

川輸送を要し、いくつかの政治的勢力を通過しなくてはならない。一般に平安末期の貿易は、 山海

の草賊に脅威されて、武力の保護下に行われたが、、この状勢1;1鎌倉時代になっても、大なる変化は

なかったと.思われる。

鎌倉幕府の最盛期、出羽の国1;1大小の権力に支配されていたが、津軽十三と、秋田桧山とは、同

系の安東氏の支配下にあった。

これに反し、仙北金沢は小野寺氏の支配下にあった.この安束、小野寺二氏の領土を通じて、大

陸の財貨がはこばれたことは、この地方に広汎な政治的安定があったことを考えさせる。この問題

については後述する。

きて、金沢の概と桧山城とを比較して、今日迄出土した陶片に限って検討をすすめる と、 両者の

陶片は、 一時代のズレを感ぜしめる。ことに桧山城(;1:志野、賞瀬戸、織部などの存在をあげねばな

らない.これらの陶器は、桃山時代に花ひらいた陶芸であり、桧山域がこの時代迄継続して栄えた

ことを意味する。

これに反し、金沢の樹には、これ迄のところ、何ら桃山時代の香りはない。仙北の領主小野寺氏

は、勿給桃山時代迄家をつたえているが、この時代には志野や綾部のやきものを、輸入することは

なかったのであろうか。少なくとも金沢の織には、桃山陶芸を移入する要素はなかったようである。

竹 中世陶片の意味する文化

f曽成尋が、天台五台山記の一割に、わがくにが宋から輸入する重要な財貨は、 1守護、茶碗、錦、蘇

芳であると、宋のみかどの聞に対してこたえている.これらの四品は、わが国民にと って、重要な商

品であったのである内

具体的にいうと、 香薬とは、沈舎、焼香、丁字、甘松、到底陸、竜脳、鶏舌、白檀、金益丹、銀益丹、

紫金膏、雄賞、犀生角などの品々であ リ、錦は織物一般、茶碗は陶磁_{I. 蘇芳は色科一般を代表

していると考えて、大なるちがいはなかろヲ.

これらの大陸の文物は、わが国に入って、いわゆる茶の文化へと、昇華してゆくのである。

この放に、金沢の概に花ひらいていた文化が、どのような性質のものであるか、推測出来る とい

える.それは、いわゆる、書院を中心とした生活文化の一端であって、その内容をなす財貨を、ど
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のように受容していたかは問題であるが、鎌倉や室町の武家貴族を中心とした生活が、この辺境にも

くりひろげられていたと思われる。

筆者は、この問題について、次のような仮説をいだいている。それは、津軽十三湊のあるじ、安

東氏が、若狭小浜の古利、羽賀寺を改修したーー といフ事実をふまえてであるが、 この数百里をへ

だてた両地は、共に北彼氏の得宗領であるということ、すなわち、岡地が共通の政治勢力にあり、

又両地が、小浜は大陸からの財貨流入港であり、十三がその消費のための港であると いうことなど

から、得宗領同志の航路が成立していたのではないか。なお、薪吹の武田氏の蝦夷地進出なども、一

つの示唆を与えるではないか。

小浜と越前の敦賀は共に、京都と大陸をむすぶキーポイン トであった。敦賀は非常に古〈歴史に

あらわれ、小浜はそのかげにかくれていた。しかし、共に琵琶湖を通じて京都と多くの要路をもち

良好な湾に固まれている。ここが大陸と北方日本を結ぶ要地と考えても、無理でレはあるまい。

また、尾i農地方とも、木曾水系をたどり、琵琶湖をわたり 、低い山をこえて、日本海の港津に出

るコースは、随分古くから成立していたと考えられる。このルー トは古瀬戸や、くだっては賞瀬戸、

志野、織部が、 北方の人々にわたってゆく、その道であった。

これらの財貨のながれは、当然生産にあたる地方の支配者をうるおすと共に、途中の要所要所に

ある支配者たちをうるおし、さらに、おそら くは、時の幕府の実力者たる北線氏の財政を うるおし

ていたのではないかと考える。

これを要するに、出土陶片というものは、単に考古学的な対象ではなu、。それは、その陶片の歩

いた道を通じて交通史の対象であり、また、その周辺に考えられる生活文化財を通じて、文化史、

経済史の領域にも、緊要な資料である。

(斗地方土豪の生活文化と陶片

鎌倉幕府成立以来、従来の文化の中央集権的でもり、京都中心的であったのに比し、鎌倉時代の

政治体制は、地方小土地単位から出発した、分散的支配体制である故に、槍入品の流通もこの体制

によ って発展した。

た、¥筆者の先述の仮説のいいたいのは、その商品の流通の根幹たる、大陸との交易、日本海を

走る大幹線などのながれは、北線氏などの大きな政治的権力のなす処ではなかったかといいたいの

である。

藤原泰衡討伐のあと、平泉の蔵をひらいた時、沈香、紫檀、庫角、唐綾、牙笛、 水牛、唐木、厨

子、南廷その他の鎗入品が、あまた納められていたことは、吾妻鏡文治五年八月廿二日の項にしる

されている。当然、金沢の柵が、その類に近いことは疑いをいれない。

また、わがくにより、宋国へ出された財貨は、どのようなものがあったろうか。

それは、宝慶四明志の中に、 「金子、砂金、珠子、薬珠、水銀、鹿耳、夜苓」と「硫黄、螺頭、

合班、松柏、羅板」などと記されている。このうち、金は特にわが「みちのく」の産物であり、入
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宋僧育然をして「東奥州産黄金」と、宋史日本伝にしるされ、大陸の文物輸入の大なる原動力とな

っている。 この金の大陸へのながれは、見返りに、色々な文物をはこんで来て、次第に書院文化を

成立させて行ったのである。

附結 論

策者は、このたびの出土陶片を中心に、史論を展開した。しかしながら、ニニに見られる文化は、

おそらくは小野寺氏入部ころから以後のものである。

由来、金沢の繍は、いくたの支配者を送迎している。

清原氏の時代、平泉の支配時代、小野寺時代、さらに、沢山の小土豪もこの山を拠点としている。

その中の一つの文化層を、発掘し得たというべきで、金沢の械全体を把握するためには、さらに別

の視点から見なおす必要はないであろうか。

そのーに、戦術的視点がある。

陸奥話記や、その他の清原氏をめぐる戦史をよむ時、そこに感ずるのは、一銭塞の攻防戦ではなく、

かなり大規模な野戦ものがたりである。

金沢の棚は、現在調査の行はれた丘陵のみでなく、周辺の多くの要害を綜合し、彼此相通ぜしめた

防塞として理解すべきであろう 。

この意味で、この地には、いかなる地形に、いかなる遺跡が、ふ くまれているか、将来の調査の

必要があろう。

特に、中世の妻美落としての遺践、 ミ字社の祉など、将来にわたって課題は多いであろう。これらを

解決するためには、 陶片は大なる資料となるであろう。(小野正人)

2.総括・考察

今年度の第4次調査の結果については、各項に先述した通りである。その中から二 ・三考察を進めて

みたい。 C地区(本丸東端)で発見された建物遺構は当城が、 平野に面しては急峻な涯でさえぎられ、

一方背後は幾重の重によってへだてられていることに起因した構築物と考えられる。先の調査で岩手大

学板橋源教授が、同じく 本丸の西側で検出した柱穴抗を「井楼」 と判断している遺構がある。むしろ立

地条件はC地区発見の遺構がそれに適するものと考えられる。このC地区の筒、本丸の背後揚手にあたる

部分に石垣が発見された。これは部分的なものであるが、E地区が埋立地であるのをみれば土どめ施設

とも考えられるが、石垣の手法は川原石の乱石積で、石積の背後には多量の栗石が詰められている。こ

れなどは中世の築城手法とみられた。又埋立地の中に、陶磁器その他の日常什器類がとけ込まれている。

それについて県文化財専門委貝小野正人氏が先に述べられているように発見された遺物は鎌倉時代以降

の陶磁器が大半をしめている。

東北地方の古代城楊の大半が台地上の平坦な地域に営まれているのは、周辺地域の農耕普及と政治的

支配に主眼を置いた姿であったろう。 9世紀後半の武士団の発生期には、まだ前代の姿を伝えていたの
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でJまないか、清原氏の居城のーっといわれる 「沼の柵」を現在の沼館とすればそのよ うな推論も出来る

であろう。しかし武士固め群雄割拠による対立がはげしくなると、軍事拠点として一般的に山城が梅築

される.現在調査を進めている当金沢の織も、その形態はまさし く山城であり、出土遺物からみると鎌

倉から室町期のものが多〈 検出されている。更に麓には根小屋の地名も残されている.又西に広がる水

図は六郷扇状地の南織に発達した小さな厨状地の一つである。その周端にきわめて近い部分から、現在

数例ではあるが横木の点存が知られている。械は弧状に構築され、外繍とも推定される。これまでの摘

発では、下限の中世的な山城までは推察出来たが、その上限が史轡て・いう金沢棚に到達するかは今後の

調査にまたなくてはならない。(型島昂)
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A地区断面実測図
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第 2図の 3 B地区竃跡平面図 ・断面図
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第 3図 B地区全体平面図
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第4図の 2 0地区断面実測図
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第 5図の 2 E地区断面実測図
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写真第4図 D 地区
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